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2023年 9月に打ち上げられたX線天文衛星XRISMにはエネルギー分解能が 5 eVに達するマイクロカロリメー
タ検出器Reesolveが搭載されている。2024年 2月までに機器の初期動作試験を完了し、Performance Verification
期として天体観測を行ってきた。Resolve は数 100もの機器のテレメトリを有し、これらを衛星自動監視ソフト
ウェア (ATMOS)により監視している。本講演ではこれまでの運用実績とATMOSの状況について述べる。


